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小論文 
【解答時間 ９０分】 

以下の注意事項をよく読んで指示に従うようにしてください。 

指示に従わない場合は、不正行為と見なしますので、注意してください。 

 

1. 解答開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。許可なくこの問

題冊子を開いた場合は、不正行為と見なします。 

2. 解答時間は 90分です。 

3. 試験問題は、1 ページから 5 ページにあります。解答開始の合図があった後、

問題冊子を確認し、印刷不鮮明な箇所等があった場合は、直ちに申し出てくだ

さい。 

4. 解答用紙は 2枚あり、問題冊子とは別になっています。解答は指定された解答

用紙の解答欄に横書きで記入してください。 

5. 受験番号、氏名は 2枚の解答用紙の所定欄すべてに記入してください。 

6. 問題冊子の余白を下書きに利用しても構いません。 

7. 試験時間中の退出はできません。 

8. 試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。 
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問題 下の文章を読んで、後の問いに解答しなさい。 

（※ 本文中には多様な歴史的人物や書物等が登場するが、本試験はそれらに関する知

識の有無そのものを問うものではない。本文および注の記述を丁寧に読み取り、それら

に基づいて思考し、論述しなさい。） 

 

「文化運搬者」（注１）の視点からすれば、近代東アジアにおける留学をはじめとした人

的交流は一つの壮大な物語であった。近代日本と中国の欧米留学と、中国や朝鮮、ベト

ナムなどのアジア諸国の日本留学、また、例えば、中国において大量に見られるように、

日本や、欧米諸国からのお雇い外国人教師、顧問、宣教師など、さまざまな「文化運搬

者」の往来が東アジア諸国間の関係を多次元にわたって織りなしていた。そのなかで、

近代日本に留学した中国留学生は、その規模の大きさのみならず、近代中国に対する影

響の深遠さからしても、最も壮大なストーリーのひとつだったと言わなければならない。 

日本と中国とは互いにとって、「内なる他者」である。つまり、中国や日本は相手に

とって、他者であると同時に、この他者は自分の中に溶け込み、自分を形作る重要な存

在でもある。言い換えれば、自分のなかの一部が、実はこの他者によって構成されてい

るということである。「内なる他者」についていろいろな角度から議論することは可能

であるが、近代の留学との関連で、以下、三点だけ取り上げて、「内なる他者」という

存在とその意義について見ていくことにしたい。 

 

(1) 言葉の「発明」 

ここの（Ａ）「発明」に鍵カッコがついているのは、全くない状態から創りだしたも

のではない、という意味である。まず、以下の言葉を見てみよう。 

 

革命、芸術、文化、文明、文学、封建、階級、国家、民主、自由、経済、 

社会、個人、民族、宗教、科学、技術、哲学、主観、客観 

 

上記の熟語はいずれも日本語である。しかし、これらの言葉は現在の中国でも通用し

ている。これらの言葉がいずれも近代の日本から輸入されたものだという事実は、現在

の中国ではおそらくそれほどよく知られていないことであろう。もちろん、漢字は中国

で発明されたもので、個々の熟語のほとんども中国の古典に源をもつが、それらが一つ

の熟語として「発明」されたのは、やはり近代の日本においてであった。例えば、「経

済」という言葉の源は「経世済民」であり、本来、エコノミーというよりも、むしろ現

在の「政治」という言葉の意味にむしろ近いかもしれない。あるいは、例えば「革命」

という言葉は、もともと中国の『易経』にある「湯武革命、順乎天而応乎人」（「出題者訳」

殷の湯王や周の武王が行った革命は、天命に従い、民心に応えたものである）からきた

言葉だが、それは本来、暴君を倒して王朝を交代させるという意味だったが、日本で

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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revolution という言葉の訳語として用いられ、近代的な意味を付与されるようになっ

たのである。 

さらに、中国の古典によりつつも、造語されたものもある。「哲学」や、「主観」、「客

観」などはそれである。それらは明治初期の啓蒙思想家である西周
にしあまね

が発明したものであ

る。例えば、「哲学」は、西が宋代の周敦頤
し ゅ う と ん い

（注２）の「聖希天、賢希聖、士希賢」（聖人が

天道を希求し、賢人が聖人を希求し、士が賢人を希求する）の言葉をもとに「希哲学」

という語を造出し、さらに「哲学」に改めたものである。このように、近代の翻訳の作

業は実は一つの創造と発明の作業でもあったのである。現在、中国で使用されている政

治関係の熟語は、およそ 40％が日本で発明されたものだとも言われている。 

もちろん、中国でもこのような創造的な仕事をする人がいなかったわけではない。例

えば、近代中国で最も影響力をもつ代表的な思想家の一人で、翻訳家でもあった厳復は

そのような人であった。近代西洋の書籍を翻訳して、進化論や『法の精神』（注３）などの

思想を中国に紹介した彼は、西周と同じように訳語に工夫をした。彼は、「社会」を「群」

と訳し、「進化」を「天演」と訳した。しかし、彼は言葉の雅にこだわったため、彼の文

章は当時の一般の人々にとって必ずしも理解しやすいものではなかった。そのため、彼

の訳語も結局、日本で作られた訳語のように広く流布したことはなかったのである。 

これらの日本で作られた訳語は、特に近代の日本に留学した留学生によって中国に紹

介され、そして中国に定着していったのである。 

 

(2) 書物、雑誌による相互影響 

留学生たちが中国に西洋の近代思想を紹介したのは、主に留学先である日本で作った

中国語の雑誌を通してであった。日本で発刊されたこれらの雑誌は大量に中国に持ち込

まれて、清末中国で重要な啓蒙的役割を果たした。 

（Ｂ）実は、いわゆる「西欧の衝撃」は、とくに初期段階において、その多くが「中

国の衝撃」と「日本の衝撃」という形をとっていた。思想、文化面の衝撃は書物や雑誌

などの媒体を通して与えられたのはいうまでもない。アヘン戦争によって、中国は開国

を余儀なくされたが、戦争が人々に与えた心理的な衝撃は、むしろ日本のほうが大きか

ったかもしれない。西洋に関する知識を紹介する『海国図志』や、少し後に出た国際法

の紹介である『万国公法』が中国で刊行されるや否や、たちまち日本で翻刻されて広く

読まれた。例えば佐久間象山（注４）が『海国図志』の愛読者であったことは広く知られて

いる事実である。このような多分に教訓の意味を含んだ「中国の衝撃」は明治維新の原

動力の一つであったと言っても過言ではない。 

一方、中国の若い知識人たちが
マ マ

ほとんど日本経由で「西洋の衝撃」を受けたと言って

よい。戊戌政変後日本に亡命した梁啓超
りょうけいちょう

（注５）は相次いで『清議報』と『新民叢報』を創

刊し、日本の書物を通して西洋の近代的知識を受容して、それらを精力的に中国に紹介

した。若い留学生たちも相次いで積極的にこの事業に加わった。『遊学訳編』、『浙江潮』、

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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『江蘇』、『湖北学生界』、そして革命組織の機関誌『民報』などの雑誌が、雨後
う ご

の筍
たけのこ

の

ように現れた。20 世紀の初頭にはこのような日本発の啓蒙活動が盛んに展開された。

留学生たちは日本の学校で使用した教科書や、日本で出版された書籍、雑誌の論説など

を大量に翻訳して雑誌のなかで紹介した。また、中国を変革するには革命を起こすべき

か、改良の方法を取るべきか、あるいは、共和制を取るべきか、それとも立憲君主制を

取るべきか、などについて、若い知識人の間で盛んな議論と論争が交わされた。これら

多様な思想や政治的主張が留学生たちの雑誌を通して、大量に中国に紹介され、人々の

啓蒙に大きく貢献した。その意味では、近代中国に対する「西欧の衝撃」は、とくに思

想の啓蒙の面において、「日本の衝撃」という性格が強かったと言わなければならない。 

このように、「西欧の衝撃」という共通した背景のなかで、日本の知識人は中国の書

物を通して西洋を理解し、一方の、中国の若い留学生たちは日本経由で近代西洋の知識

を受け入れた。この点からも、西洋の「近代」に対する受容と近代化の過程で、中国と

日本とは相互に非常に重要な存在であり、「内なる他者」であったことを強く感じさせ

る。そして、そのような状況を創出したのは、「文化運搬者」である留学生によるとこ

ろが大きかった。 

 

(3) 革命の策源地 

さらに、日本に集まった若い中国人留学生集団は、近代中国革命の主力でもあった。

若い留学生たちは日本で西洋の近代的知識に啓蒙され、近代的国家の意識に目覚めた。

学生たちは誰もが中国に改革が必要だと考えていた。そしてそのなかの多くが清朝政府

の腐敗に失望して、よりラジカルに革命に傾いた。留学生鄒容
す う よ う

（注６）の『革命軍』や、

陳天華
ち ん て ん か

（注７）の『猛回頭』、『警世鐘』などの革命を宣揚する書物は当時の中国で人口
じ ん こ う

に

膾炙
か い し ゃ

するものだった。そのため、日本に亡命した革命家孫文（注８）は同志を得るのに時間

がかからなかった。1905 年の革命組織同盟会の成立は、日本においてこそできたと言

える。日本は中国革命の策源地だったのである。汪兆銘（注９）や、陳天華、胡漢民
こ か ん み ん

（注１０）

など、これら中国革命史を語るときに欠かせない人物はこの時、いずれも孫文の片腕と

して活躍していた。彼らはいずれも同盟会の機関誌『民報』の主要な書き手として、自

分たちが日本で学習した知識を総動員して、論陣を張り、梁啓超ら「改良派」と論争を

繰り広げると共に、孫文の革命理論の構築に尽力した。 

また、上記の留学生と同じ時期の留学生に若き魯迅がいた。この偉大な文学者、思想

家はその思想を日本で形作ったのである。さらに、やや遅れて日本に留学した者に、若

い蔣介石（注１１）がいた。留学時に革命思想の薫陶を受け同盟会の一員になった彼は後の

中国革命の指導者として成長した。そして、早稲田大学の留学生に李大釗
り た い し ょ う

（注１２）がいた。

中国共産党の創設者の一人であった彼の思想形成は日本と切り離しては考えられない。 

このように、近現代中国の歴史を動かし政治を左右した多くの人々は政治的立場が異

なっていたが、日本留学という共通の経験をもっていた。感受性に富んだ若い知識人た

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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ちが日本で「近代」に出会い、日本で自分たちの思想形成をしたのである。その意味に

おいても、「内なる他者」としての日本は、近代中国にとって極めて大きな存在であっ

た。 

 

 

（注１） 「文化運搬者」（culture carriers）は、外来文化要素の伝播・呈示の担当者

のこと。平野健一郎『国際文化論』東京大学出版会、2000年、66頁参照。 

（注２） 周敦頤（1017－1073） 北宋の儒学者・思想家。宋明理学の先駆的人物。 

（注３） 『法の精神』 フランスの思想家モンテスキュー（1689－1755）の主著。 

（注４） 佐久間象山（1811－1864） 江戸時代後期の思想家・洋学者。 

（注５） 梁啓超（1873－1929） 清末から民国初期を代表する思想家・政治家。 

（注６） 鄒容（1885－1905） 『革命軍』で知られる清末の革命思想家。 

（注７） 陳天華（1875－1905） 清末の革命家。 

（注８） 孫文（1866－1925） 中国の革命家・政治家。中国同盟会の結成を主導。 

（注９） 汪兆銘（1883－1944） 中国の政治家。中国同盟会に参加。 

（注１０）胡漢民（1879－1936） 中国の政治家。中国同盟会に参加。 

（注１１）蒋介石（1887－1975） 中国の政治家。中国国民党・国民政府の主要指導者。 

（注１２）李大釗（1889－1927） 中国の思想家・政治家。中国共産党の創設者の一人。 

 

 

（出典：李暁東「近代の日中留学交流」土田哲夫編『近現代東アジアと日本：交流・相

剋・共同体』中央大学出版部、2016 年、27－31 頁。なお、出題にあたっては本文の一

部や見出しを省略し、一部の文言を改めるとともに、振り仮名や注を補った。） 

 

 

 

 

 

  

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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問１ 下線部（Ａ）について、ここで用いられている言葉の「発明」とはどのような意

味であると著者は説明しているか。文章の内容に即して 180字以内で説明しなさ

い。 

 

問２ 下線部（Ｂ）について、まず「西欧の衝撃」が具体的に何を指すのかを簡潔に説

明し、そのうえで、日中双方が互いの書物や雑誌などを通して西洋の知識や思想

を受容した経緯を踏まえ、なぜその多くが「中国の衝撃」と「日本の衝撃」とい

う形をとっていたといえるのかを、280字以内で説明しなさい。 

 

問３ 波線部について、本文で示されている「言葉の『発明』」「書物、雑誌による相互

影響」「革命の策源地」の三点を踏まえ、なぜ日本と中国とは互いにとって「内な

る他者」であるといえるのかを説明しなさい。そのうえで、この「内なる他者」

という視点を踏まえ、「文化運搬者」の役割に着目しながら、近現代における日中

関係、あるいは今後の両国関係についてあなたの考えを述べなさい。文章の内容

を適切に参照しつつ、高等学校での地理歴史・公民科目を通したあなた自身の学

びや経験も踏まえ、600字以内で論じなさい。 

 

 

 

 

 


